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慶應志木会(慶應義塾志木高等学校同窓会)

志木へ来たれ/収穫祭へ初参画/
11月 4日 (土 )・ 5日 (日 )

ヽ

講演会 上田昭夫氏 (アィi轟癸ァビ~)11月 5日 (日 )12
福引大会 11月 4日 (土 )・ 5日 (日 )
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倉1刊号のこの欄 を引きついで、その後の半

年ほどの学校だよりとい うことにな ります。

とはいうものの、卒業生の皆 さんに学校の近

況を定期的にお伝えするのはなかなか難 しい

ことのように思います。なに しろ生徒諸君は

年々入れ替って行 きますけれども、学校の 日

常は 1年を周期 としてほぼ繰 り返されて行 く

ものですか ら。

今年度は 1年 Fli271名 (6ク ラス)、 2年生
292名 (7ク ラス)、  3ζ手/「_251名 (6ク ラス)

でスター トしました。 4月 か ら 7月 まで、運

動会・研修旅行・収穫祭などが続 く第 2期 と

違 ってあまり大 きな行事はな くひたす ら勉強

に励む (?)のがこの時期 ということにな り
ます。そんな中で行なわれた 2・ 3の行事に

ついてご紹介 しましょう。

〈学部説明会〉 6月 9日 、 3年生 を対象 とし

て文化系各学部 と来年度開設の藤沢新学部

(総合政策学部、環境情報学部 )に ついての

説明会が体育館で4iわれました。講師 として

おいでいただいたのは一一文学部前 [H富 士雄、

経済学部塩沢修平、法学部法律学科向井健、

同政治学科太田俊太郎、商学部 lli置 紀夫、総

合政策学部井関利明、環境情報学部相磯秀夫

―一の各先生方でした。経済の塩沢先生は本

校卒業生 (24期 )であることは皆さんご承知
のことと思います。 多勢の先生方の話がギッ

シリと詰った 1日 でしたが、rli徒諸君は熱′し、

に聴講 していました。

〈観劇〉 第 1回 テス ト終了後、 7月 4日 に 1

年生が国立劇場で歌舞伎「鳴神」を、 2年生
が俳優座で「ウーマン・ イン・マ イン ド」を

それぞれ鑑賞 しました。

く志木演説会〉 7月 H日 、全学年を対象に今

回は じめての試み として志木市民会館ホール

を借 りて開催 され ま した。校 長の宮 ド先生に

講師 をお願 い しま した。「 ::葉のはな し―朗読

を随所に折 り込んだ興味深 いお話で した。「ハ

ムレ ントJのイ∫名な『生か死か』のフランス

語訳や ドイツ語訳の 1'fド 先イliに よる劇l読 も見

事でした。 また少年 ジャンプ i菫載の人気コミ

ック『 魁 男 塾』の一場山iを 2人の俳優 さん
がかけ合いで,,(し た くだ りには

'It場

1白
「
大喝

朱でした。文
′
71-―それ もほ とん どが ズバ ッ

バキューンといった擬音語なのですが――や

イラス トによって表現 された情景がす ぐれた

語 りによって ,i構成されたオつけ■oす。 則l言売と
いう表現方法がより豊かな言語空間を創 りだ

してい くとい う魅力を多くの生徒が感 じとっ

たようでした。

くクラスマツチ〉 夏休み前の最後の行事 とし

て 7月 6、  7、 8、 の 3日 間にわた り全校生

徒の参加によって行なわれました。教職 11チ

ーム もバ レーボールとソフ トボール部「1に 参

加 しましたが、 老檜なテクニックだけでは乗

り越えられない年令の限界をさと
',さ
れたよ

うでした。 ( :i'1'  権ヽ山奇斤欠 ‐ウlL′ li li己 )

志 /1N「 '1校の 弓道書6を ご rliじ で しょ ぅか ′ タ

ラブ棟 (陽光合 )の グラン ド側にあ る小 じん

まりとした道場 です。これは、1978年 7月 にPTA

と三 田弓友会の御援助 で建 て すっれ ま したの I`巧

校の 弓道場 としては他校 に遜 色のない立派な

ものですが、 J」 ti、たした巻わ ′D場が ないために

巻わ ′)を 射 って 11を 整 える練習は巻わ す)を 通

場外に運 びだ して行 なわねばな りませ ん で し

た。運 び出 しの 手間 も大変です し外 で矢を射

るこ との危険 もあ り、巻わ ′)場の :i比 置は水 11

の課題 で した。

この巻わ ら場が、 このたび三 田 'J友 会専務

ll11 11の 駒 木銀二郎氏の御寄付に よって道場 に

●志木だより

志木高諸行事

弓道場に巻わら練習場が増設されます。

②



慶應志木会会報

増設 され ま した。加 えて、古 くなっていた的

場 の板 も新 し く張 りか え られ弓道場 は一段 と

立派にな りましたて 今後、 弓道部 の実 力 を道

場 にお、さわ しい もの |こ 高め ていこ うと音Ь員一

同は りきってい ます(  (梅 地  宏先」1記 )

六大学付属高校軟式庭球大会開催きる

去 る8月 4日 か ら8月 8日 にかけて、 東京 プヾ大

学付属軟式庭球大会が本校 テニ スコー トで開

催 され ました。参加校 は本校 を始め とし塾高、

早大学院、早大本層:、 早実、明大明治、法政

一、法政 Jl、 立教、東大の計十校。 この大会

は毎年 8月 }1旬 に開かれ ますが、今 回は 19同 大

会c団体 の部 とfllll人 の部 に分かれてい ます。

団体 の部 は各校 が 5ペアずつ 出 し、十校 の総

当 リリー グ戦 をイ∫い ま可L川頁fi/は 勝 ち′lt怖町で

決定 し、勝 ち点が卜Jじ 場合 は当該校 の勝敗で

決定す る とい うノし― ルです。軟式庭球 は 3ペ

ア団体 が一般的 で、 5ペア団体 は まれ なので

すが、その分、 オー ダーに よっては番狂わせ

が続 Jlし ます。従 って応援合戦 に も力が 入 り

ます。 見学 に こ′)れ た先 Ji方が、 この応援風

景 をごらんに な りび っ くりされてい ました。

個 人の部 は、 汁通の トーナ メン ト方式です。

今 回の結果 は、法政三高、明大明治、法政

一高の順 で、残念なが ら本校 は六位 で した。

イ同人の音6も 1,し くもΛミス ト4を 逸 し、 ベ ス ト
8に 終 りま した。地 元 とい う有利 さ と、 当番

校 としての雑用、 4t遣い とい うマ イナ ス面が

あ るのですが、悪い niが 多 くでたよ うです。

いままでの最高は L・ll体、個 人 とも準優勝 で

す。二、三 い1優勝の機 会があったのですが、

今一歩 とい うところで気の弱 さが出ているよ

うです。今年優勝 の法政三高は神 奈川のベ ス

ト 4、 本校 の埼 =lこ での成績 はよい時 で もベ ス

ト16。 力の差 は歴然 としてい るのですが、前

述の 5ペア団体 とい う特殊 な条件 の下 では本

校 が圧勝す るこ ともあ るのです。毎年、 この

大会の優勝 を目標 として練習計画 を立 ててい

ます。部員 もこの大会だけは と燃 えてい ます。

この情熱が続 く限 り、必ず 日標 が達せ られ る

もの と信 じています。 (龍田正浩先生記 )

想い出の寄宿舎・送別の集い

あかあか と燃え liが るファイヤー ストーム

に照 らし出された顔・顔・顔、それは表記の

会の案内文に
｀
本年度限 りで閉合 となる悲 し

い流れの中で……
″
を′しヽか ら愛惜の情 を感 じ

て参会された土塊会岡本会長、この会の築山

実行委員長、そして新婚ほやほやの田中夫妻、

大阪か ら正木・中島コンビ、岐 阜か らも愛知

からも、ビールと焚火で 一段 とほて り赤 くな

った顔には、 ぎこちなさと、あるセレモニー

の雰囲気が漂い、その後にシルエ ントで浮び

11が らせ る高朔4寮が25年の歴史の重みを一段

と感 じさせていた。英国のパブ リックスクー

ルの寄宿舎制度 と生活を理想に掲げ、有隣寮、

高判イ寮 と命名 (故高村塾長による)され25年、卒

業生800余人を生み、平成 2年 3月 8人の卒業

生を送り出し寄宿合の F/1合は現実のものとなるの

慶応志木会会員の約一害1に も達するこの輝

やける人材の中には、鹿児島の鳥九四兄弟を

初め とし、大阪の大 7,三兄弟 (長兄は出席 )、

北は留辺菓、南は台湾 と寄宿合の特色を充分

に機能 させたものであった。閉合があと 3年

後であったらば、親子二代の合生が誕生 した

ものを、 しか もそれが上塊会の岡本会長親子

であるだけに誠に残念、岡本二世はこの 4月

普通音F・ lこ合格され甲子園を目指されておられる。

土塊会の約一割の出席、そして30余 人が寮

に宿泊されて、送別の集いを夜を徹 し心ゆ く

まで懐 しまわれた。暑苦 しく忙 しい時期にも

かかわらず出席を賜 りました宮 ド校長、松崎

主事、建部元主事、野 [1元主事、宿泊 まで載

きました奥井元合監、そして大館、大谷、山

崎元舎監、茂原か らお出かけの森川元寮母 さ

ん方、そして岡山の牛窓か ら銘酒千寿で花を

添えて載 きました高祖様、この会の為に大勢

の方々か ら、お寄せ載 きました御厚情に哀心

から御ネL申 し上げます。

土塊会会員の増々の発展 と活躍を祈 りつつ。

0

(合留i 後藤 月
`古
先生記 )
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青春の一コマ

収穫祭へ!
早いもので、今年 もあの収穫祭の時期がや

ってきました。 H乍今は 2日 間で6000人 以 11も

が集まる行事に発展 し、その 8～ 9割が女子

校生 との事です。今年は 11月 4、 5日 の 2日

間を予定 していますが、特に、今回は初めて

OBが慶応志木会 としてこの収穫祭に参画する
ことにな りました。他の学校では見ることの

できない、この画期的な企画は必ずや高校生

と学校、OBが組むスクラムをより強いものに

してい くことでしょう。

ここ志木には皆さんそれぞれが青春 を謳歌

した、 なつか しい思い出力れ っヽぱい詰 まって
います。 きっとその一つ一つが走馬燈のよう

に思い出されることで しょう。皆 さん仲間を

お誘いの うえ来てみませんか ?ミ ニ同期会 も

いかがでしょう ′疲″■たら、OBの音Ь屋にどう
ぞ。 ビデオを見た り、写真 を眺めた り。福引

もあ りますか ら楽 しいか ぎりです。

とにか<11月 4日、 5日は
志木がおもしろい !

◆OBの音6屋は、会議室 (教員室の真 上)を あててお

ります。

志本会関連
イベント

●講演会

講演者 上田 昭夫氏予定
(元慶応 ラグビー部監督、現

フジテ レビ ニュー スキャス

ター、スーパー タイム月～金」

日H寺  11月 5日  (11)12:00

場所  体育館  (入場無料 )
主催  志木高収穫祭実行 委 it会

協賛  慶応志木会

●福ヨ1大会

場所  OB集 会所  於志木高会議室

日時  11月 4日 、 5日 の 2 FJ間

※空 くじなし、豪華商∴liが 多数用意 さ

れてい ます。

● 総会 で大好評 で した、記念 ネ クタイ

や記念 ビデオなどの販売 も予定 されて

います。当 日は創立総 会時の記念 スナ

ップ も販売 され る予定 です。

(

1連合三田会へ志木会として初参加

３
，
く
～

一

　

―

・

Iaste Better ln 0lass Packauing

本社 〒 100東 京都 千 代 田区 内幸 町 131(華 ヒル )東 部
営 業 部 a(03)5080323 西 部 営 業 部〒 530大 阪 市 北 区 曽
根 崎新 地 2612(小 学館 ビル )● (06)3440850代 1 本し幌
営 業所 〒 060札 幌市 北 区北 六条西 6224(第 二 山崎 ヒル )
● (011)7170231 仙 台営 業所〒 980仙 台市 青葉 区一 番
町 2322(仙 台 ビル )8(022)2220551 名古屋営業所
〒 460名 古屋 市 中区栄 1614(御 園座 会館 )8(052)221-
6565 広 島営 業 所〒 730広 島市 中区峨 町 1314(新 広 島 ヒ
ル )0(082)2277551 福 岡営 業所〒 812福 岡 市 博 多 区 1専
多駅 南 1105(第 二博 多偕 成 ビル )a(092)4711611G n:+n-zt*;t=rr
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サ`ヨナラ

―想い出の寄宿舎

送別の集い一

二11塊

`、 `、

lt llfl本 糸年1‖ [

来年 3月 の閉寮を前に、寄宿合への惜別の

念を込めて、高翔寮に一泊 して青春の一 日を

想い起 こそうという会 を開催 した。

7月 15日 0、 宮下校長、松崎主事、大館先

生、建部先生、後藤舎監は じめ、引退された

野口先生、奥井先生、森川寮母 さん等を囲み、

寄宿合同窓生約40名 余が全国各地か ら駆けつ

け、パーティーでは、当時は許 口∫されなかっ

た酒を飲み タバ コを吸い、 キャンプファイア
ーを囲んで、和やかに思い出話に花を咲かせ

た。何年たって も、文字通 り同 じ釜の飯を食

った仲間 とはよいものだ。

「寄宿合生が、私の宝物、財産だ。Jと 、永

年合監 としてお世話下さった後藤先生が、手

づか ら作って ドさった素麺の夜食が美味 しか

ったこと。感激で涙が出る程だった。

寄宿合同窓会の名は「土塊会Jと いうが、

その名の由来についての大館先生のお話 を、

ここに引用させていただ く。

「寄宿合発足の昭和40年頃の志木には、土

の匂いが漂 っていた。土は生物にとって生活

の母体であ り、水や養分 を貯え与える培地で

ある。又、上器や美術品 もみな一塊の土 くれ

か ら出来ている。寄宿合生一人々々は一塊の

土 くれのようなものだが、やがて社会に於て、

自ら培地 となって、人のため社会のため役立

つ名器、大器 となってほ しいJと 、いう願い

を込めて名付けられたものである。

閉寮は大変残念で淋 しいことではあるが、

何時 どこにいても、この精神 を忘れずにいた

いと思っている。

尚、閉寮に当って記念誌作成のため、寮生

活の想い出等についての原稿 を募集 します。

奮って御投稿下 さい。

都市 1呼 1月発
:lF業の企

"11並

びに設 :il

イくIl力産の′たす1並びに11:介

[亜]司

"ド

コ 珊 師
一級建築士事獅

東京都中央区銀座7313ニ ューギンザビル
〒104 TEL(03)574198iは I FAX 574 1385

会議室 TEL 574 0948・ 0968

11″ 1(1杵 役 菅 原  武 (第 7期 ′卜)

食 ゞ

0



1989(秋。冬)● Vd 2

同 期 会 だ よ
り

(憂E)誓 霞封:3辱 軍膏拿奪五丁 ]illi套

報 VOL.1「 卜1期会だ よ りJに 同期会開催 につ

いて書 きま したが、 浅 り||,告 、 佐藤夕、司、 可琳寸
孟、保 田稜 司諸 兄 と打合せ を重ねて、い よい

よ10月 に開催す るこ とにな りました。

総会にや む をえず出席 出来 なか った諸兄に も

当 日の雰囲気 を味わ っていただ くべ く、パー

テ ィの ビデ オを放映等 もいた しますので、諸

兄お誘 いの 11多数の ご参加 をお願 いいた しま

す。

(2期 Ful期会ヽ

日日寺 :10り 126H (イ )ヾPM6日 寺30う)よ り

場所 :港区新橋 2-4-2
剰i婦寄メ:切」館  TEL:0358()2211

尚、今後読
"こ

とのサll糸各を密に したい と思いますσ)で

ド言この幹事 を連糸各先 とヽヽたしました
`

浅川 i告  0484620085 保 IΠ稜:1 0471846744

佐藤引、司 032340310  鴻田 中́ 039554731
中村 li 0466 36 5451 (勤 務先)032560561

(lt l11言己)

GDi謂 「 賊 守 i期 7整 【宴 ι讐

す。 この名の iIョ 来は、昔鍬 をもち、堆 肥 をま

いたあれであ る一一 「お百の会 」なのであ る。

鍬 を持つ手 をゴルフ クラブにイtえ て、 15年 11

に スター トした。 この会 も、 この 9月 12日 で

50回 をむか えた。年間 4-51口 lの コンペ と年

2回の タウン ミー テ ィングは、いつ も昔 なが

',の
顔 が 集 まる,コ ー スは東京 ゴルフ供楽部

以外 では行 なわない。 ルー ル・マナー を尊ぶ

ジェン トルマ ンの新参力Лはいつ で も歓迎致 し

ます。 ご連糸各下 さい。
中↑ll 伊藤憲之 介

(匹E)(1黎 鯨 分13塚 liふTfittξ ttf
rlj‖ 1司ラ誌は口Fn・不11多lrltta月 のミ午矛るさ /レ として ilfl Fil

中、過 日羽 I11空港 で偶然会い ま した。

磯音6守アlは |1本 に居 るよ |'711外の プJを ノli l11

の拠点に して居 る様子で、最近 グアムの
″
り

― フホテノじ"前に (と ん通 ,と 云 う和 食庁rを
開店 した山、 グアムに出掛 けた F)是 り|:寄 って

下 さい。

笹 島雅彦 君は勤務先のCFCセ ン ターの組織

変更で超 多忙の l日、 7期幹 11の ビンチ ヒ ノタ

ー を募集 中、 どなたか応援 をお願 い します。

土屋温男アヤの住む伊東市はこの所、大 火・

噴火 と災 Ill続 きですが、お 元気の様子、一 日

も早 く落 ち蒼 くよ う祈 ってお ります .

原 田稔保 君、ゼ ネラル石力||の 札幌 支店長 と

して 3年間活 V″ しま したが、今度は福 岡支がi

長にな られ ま した。

横地延義アヤ、凸版印刷機 の名 Iif屋 か ′)東京

営業部長 になられ ま した。以 119月 10日 現在

半り明 してい る 111期 lイ liの近

''ι

をオ敷 ll′,せ します

ll'1511ダ)‖て不隻劣ヽには是リトとも参力‖卜
‐
さヽ̀

卜1101`螢 も|;‖ fi卜 し′=い
と′Lkヽ まヽ

~ケ

`

(多 ‖1 家li記 )

レストランバー

新橋第一
ホテル

株式会社新橋岡本

岡本 哲 (12期 )

東京都港区新橋11811
(―松ビルBl)

●580-7688
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慶應志木会会報

“

D量 [溝 胤 ボ |な漬 1鼻 f羞ダ
が 集ま り「志木で遊んだ仲間が、 これか らも

遊 び を志 して」 と云 うこ とか ら「遊志会」 と

命名 され スター トしま した。 その後、 年々拡

大 L発展 して きてお ります。最近 では、 タイ
ム リー なテーマ を把 えた「セ ミナー ,も 始 ま

り、 年に 6～ 7回位 の楽 しい f薔:し をイiな って
お ります。

5/7 第35回 コ・ルフコン´`く 厚本国1祭CC
優り券:]予 本IH召  21,: ′也LJイ

`:彪
′  31、kil駒 月 Hイイカ准

17名 参加

5/19 第10回セミナー 味の素川山奇li場及びアサヒビ
ープレ東京 I:場の見rF会

「才ゞいしいものを食ヘミる日寺、人は才J‐ す)解け― つになり
ます lが rl〕 象白勺、  1()名 参力‖
7/8 第36 LJゴルフコンペ 成 1lIス カイウェイCC
優llb:後 llk敬 - 2 1yil i佐 藤 rl i1 3位 :池 日1信彦
ドイツ帰りの望りl君か久し振りに参加しました。 22
名参加

9/1 夏の夜の納涼屋形船 お台場沖
H/1718 第37回 ゴルフ大会及び;忘 11会 を神奈川県
鶴巻温泉で 予定しています。

*私達 H期生 は慶応 大学卒 業25周年 にあた り
当番年度 として来年■3月 の慶応大学卒業式に

招かれてお ります。皆様 多数 の ご出席 ご協 力

をお願いします (113,Xl  li己 )

康的 な ゴルウ会 といった、バ ラェ テ ィに

'1んだ もの であ る。 また、 まだその Fi羊細は決 まっ

ていないが、 この秋には、 lnl'01会 開脅1を 予定
してお り、 一人で も多くの参加 を得 られ るよ

う、計 lllli立案 中であ る。 (岡 本・朝 倉  記 )

(Dり班メ相“6衷里窓倉井聟
ft々 17期 は9月 2・ 3日 、岐阜の有志 (松久、

林、山 |11イヤ)のお陰で、第 3回同窓会を岐 阜
長lt川 ホテルで開11す ることができました。

名円岐 阜関 ゴルフ クラブでの コン∧tと「鵜飼」

を楽 しみに、全国か ら20数名が参加 しました

か、 日頃の行いを反映 してか、中部地方は、

1り |カイ)舅:中豪 IJl、 |や lj II:の ,た闘の末コンーは、

申↑'I糀 久ヽ君が優勝 し:卜音6財
‐
界人は しっか りし

ていることを1前 :1明 しました。

それでは と思っていた「鵜衡lJも 雨のせい

か、 予糸勺の '手違いか ?、 111」 Lと あいな り、 松
久君のビールの「ウガイ」をけ令に宴会に突

入しました。ソЧ橋君達岐阜の後輩が、い くつ

になってもllllめ ることができない上下関係を

ボヤ きなが ′)も 、岐 阜のスナ ック (松久君達

が常連)の美 女とともにお酌に
'舌

躍、「解剖」

「塾歌斉唱Jと 皆高校時代に戻 って友好を深
めることができました。

次回は
′
L塚 グラン ドホテル (大島君)を

定 し、 それまで皆さん仕事に頑張 りましょ
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紳士・婦人用品

田屋ナカニシ
●銀座 本店 (紳士 )根 fK1 5 7 2(み ゆき通 り)ニ ューメルサ

`キ

西ヽ角 157)3373

●外 商部 (事務所 )東 京都中央区 i艮座 53 2壱番館 ビル4'■ (57)9055
●新宿店 (婦人 )新 宿イl伊國辱 ビル 1隔 t352,2947
● 池 袋 店 (紳士・婦 人 ) ||
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ッパチ会」 は、来年 2月 の第二土日程日に帝国

ホテルにて予定通 り行 なわれ ます。 出欠のハ

ガキを 1月 に出 しますので、同期の皆 さんお、

るって ご参加下 さい。

同時 : 平成 2年 2月 17H(上 )18:00 ～21:00
場所 : 帝国ホテル 本館Bl  東京li田倶楽部
TEL 03-5914228  会費 : ¥10,000
幹事 : 秦 孝一 TEL 03 485 7106FIC

(重E)1種「 義承名 な石

`る

E各笈三 居扮

充実、② 第 1回 25期 同期会開催 の 2点 を目標

に数 回に互 り才J‐ ち合 わせ を行 って きた。

仕事 の都合等に よ りなか なか会合の機会が

設け難 いが、米春頃には この 2つの 日標 を実

現すべ く幹事 2名 に加 え、数 人の有志の方の

助 力を得 て現 41活動 中であ る.名簿 につ いて

は25期卒業生の90%以上 を把 III:す るこ と、同

期会には前総 会の出席者数 を上 い|る 人員を動

員す るこ とを是非 とも達成 したい と考えてい

る。

同期 の皆様 、絶大 なるご協 力 をお願 い しま

す。  (25期 幹事  高橋宣行・小川 洋記 )

○名簿代金未納の方、至急お振込下 さい。

○志木会の運営は会員皆様のお力により

成 り立ってお ります。何卒 ご協力お願

い致 します。

志木高にパソコン贈呈

去る 7り ]15日 志木高にパソコンを員曽呈いたしまし

た。志木高の事務効率の向上 と会の名簿管理等に

貢献 して くれるもの と期待 してお ります。

・機種  NEC PC-9801 RX2
。その他  デ ィスプレイ、プ リンター、ワープ
ロソフ ト、デ スク、チェアーー式

尚会の名簿管理等のソフ トは目下作成中で、この

会報がお手許に届 く頃には稼動 しているものと思

います。近い将来には同期会・クラブ等の名簿の

打ち出し、宛名ラベルの打ち出し等のサービス(イ∫

料 )を 予定 してお ります。

(0

慶応志木会会報 2号 をお届け します。志木の地

に青春の思い出を共イfす る8000名の同窓会員を結

ぶ、会報の使命は重大です。より楽 しく、より充

実 した会報にするために、皆様のご意見やアイテ

ィアをお寄せ下さい。

発足総会に参力Πした同期生達は一様に、楽 しか

った、こういう会をもっとや って くれ と申しまし

た。参加するか どうかが鍵です。福沢先生日 く、

「鼠を捕 らん と欲せば、猫より進む可 し、鼠の来

りて猫に触れたる例 を聞かず。J

収穫祭でお会いしましょう。
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